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デカメチルシクロペンタシロキサン（CAS no. 541-02-6） 

 
文献信頼性評価結果 
 

示唆された作用 
エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

－ ○ － － － － － － 

：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
デカメチルシクロペンタシロキサンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告

において、抗エストロゲン様作用を示すことが示唆された。 
 
(１)生殖影響 
 Jean と Plotzke (2017)によって、デカメチルシクロペンタシロキサン(Dow Corning、99%) 

161±5ppm (チャンバー内空気中測定濃度であり、設定濃度 160ppm に相当)に 11 ヵ月齢(49～50
週齢)から 24 ヵ月齢まで(週５日、日毎６時間)吸入ばく露した雌 F344 ラットへの影響(ばく露

開始からの各週間後の他、45 日毎の 9 Time Period でも測定)が検討されている。その結果とし

て、血清中エストラジオール濃度(15、18、26 週間後)の低値、発情周期に占める estrogenic state(発
情前期及び発情期)日数比(Time Period 1～3)、発情周期に占める estrogenic state(発情前期及び発

情期)日数(Time Period 3)、発情周期回数(Time Period 1～3)、血清中プロラクチン濃度(６週間後)
の高値が認められた。なお、血清中エストラジオール/プロゲステロン比、血清中プロゲステ

ロン濃度、血清中コルチコステロン濃度には影響は認められなかった。 
想定される作用メカニズム：抗エストロゲン様作用 
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